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　昭知26年10月2日，自宅（船橋市山野町一61＄）に

おいて逝去され驚，故噌野教授は生産技術研究聯4部

に所馬され，蚕白化學，油脂化學の権威として活動され

濫厚にして學問の碍究に眞しな散教授の人柄牽偲和でジ

所内は哀悼の心峰包まれている・折角生産技鞭究所力当

全商的活動礁靴瞭，同搬を突如失うことは痛惜に

　たえない．葬儀越第痔部友国教畏が葬儀委員畢となり，
｝°

ﾛ朧欝波雛諜1廠多謄篇

難1叢諜難蕊1蟻駆
　により工學博士ヂ文昭和9～10年，米・英・佛・凋へ研究、

・のため畷帝國翻協蝕の他からは・讐々喋織
表彰された．　　　　　　　　　　　　　・

　　　　．　　　　　　　　　　　　　　 h
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　一筆　．者

　　◇谷　　一郎　教畏，工博；專攻　流髄力學
　　◇ノ」・橋安次郎　特研生，專攻　　　　・〃

　　◇大井光四郎　助教授，專攻　機械構造物の弾性學的

　　　　　　　”研究
　　◇淺野　六郎・助　手，專攻　材料力學

・　◇小倉　公達　助　手，專攻Et　〃
　　◇亘理　　厚　助教授，專攻機械振動學，内燃機關學

　　　　　　　編集後」記・

　　　◇1951年最終耽を机上に逡るにあ
　　　たP，’この一年の編集のあとと，本

　　　誌の成長を回顧してみたい．今年の
一一 @　前牛峨特集の運糠であつた．激えて

．　みると9月まで匹7っの特集が行わ

　　　れている．10月號で3才をむかえ
　　一て表紙も清新になり，生研内の研究

　　　をわかりやすく傳えるという方針に

　　　從つて編集が行われた・今月號はそ

　　　れから1第3號に勿たる・
　　　◇編者は輕瞼淺く，いろV・ろの鮎で

　　　つまずいたが，編集を通じて本誌の

　　㌦成長を身近に感ずること鄭できた・

　　　◇今月號には，渡米前gおいそ溺し
　　　い中をおわずらわせして，一谷一郎教

　　　授ρ原稿をいただいた．同教授は渡
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鰍授醐武樹騨に繍るアノr讐ウ姶金噌．．、
湧」土木學會夏季講脅會（1951・8）　　　　　　　　　　　　．

◇鰍授加藤正夫「捌性同位元素の工業vx．の塵庸’　

齢肺翫素協會講演會（1951・9・19）．’ @．’・㌦瓜1
◇助教授．丹M登「超青波探傷法につY・て」東大地震研：　　　　L

蜥実1951．9．27）　　　・　　／　　∵一
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鱗誌池騰誹瓢欝じ聴力の渕響

灘調麹灘落禽鰭濫戴農
　（1951動・、　　　”　　　　・
、◇助教授沖藤正夫fアル尊ウム合金の徽」輕金厨

　贅」料No・116．
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　◇加藤　正夫　助毅授，冒工博　合金及金麗加工學

　・◇武谷　清昭　研究員（非常勤）專攻、合金學
、’ 椁?ｺ　民也　助教授，專攻　電氣計測，電氣制御

　◇山邊武郎’〃一專攻H無機エ業化學．
　◇坪井　善勝　教授，工博，專攻　建築構勘學
　　　　　　　　　　　　　（以上全貞生研所周）

　◇田治見　宏　講師（分校）專攻ぐ建築構造學’
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米後本誌に通信をお寄せ下さう豫定
であ．る．御期待を乞．5。

Qその他埣井教授の8頁にわたる
“かべ”をはじめ，）・ず経生研の

活動をうかがえる研究で誌面を簸る，

ことができた．また專門外の者ゼも

親しめる．内容という方針が軌道にの

つてきたことも，おわかりいただけ

ることと思う，

◇本年は生研が全面的に嚢足した年

であつた．生研の研究活動が活漫に

なるにつれ，本誌の内容もまずます

充實し，．．よりよい企豊がたてられて

いく“であろう．本誌に愛着をもたれ

ると共に，きびしい御批判もいただ

きたい．

◇ではよき年を卸迎えになbますよ
う．　（Y。Y・）　　　’　，　　　　＿
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　　　　豫約申込

本誌は性質上市飯は僅かにな

りますので直接獲行所へ豫約

・をおねがいしまず・　　tt「

　　1年分　　　1020圓
　　牛年分　　一　510圓
　　豫約の方の逡料は本融員捲
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